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０１　そとあそびのすゝめ　～自然・子ども・出会い～
令和３年度大分県地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動について

　子どもの生活の様子が昔と比べずいぶん変わってきました。自然体験や友達との遊びという直接体験

に変わり、インターネットやスマートフォンを介した疑似体験が増え、心身の発達に様々な影響を与え

ることが調査により指摘されています。また、私たちのふるさとを見つめると、少子高齢化、過疎化が

進み、改めて人のつながりを基盤とした地域づくりが求められています。一方、昨今のコロナ禍により、

野外での活動が見直されてきていることも事実です。

　そこで、大分県では地域ぐるみ、つまり「人のつな

がり」で郷土の豊かな自然と子どもたちとの出会いの

場をつくるため、令和３年度から国立青少年教育振興

機構が進める「体験の風をおこそう」運動に参画する

こととしました。①郷土の自然環境を活かすこと②体験

の格差を解消すること③気運を高める啓発活動を行う

ことの３つの柱を軸に事業を展開しました。

家庭

実行委員会

青少年教育
施設

青少年
団体等 学校
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０２　対　談
「大分県の子どもと体験活動　～誰が何をどう届けるか～」

〇テーマ１「ご自身の体験から」
（山田委員）～父親との思い出につながっている～

　小さいころ、両親にいろいろなところに連れて行っても

らいました。外に連れて行くのが好きな父親でしたので、

海に行ったり、自転車で国東半島を一周したり。すべて父

親との思い出につながっていると感じます。

（高見委員）～子どもが産まれて感じるようになったこと～

　子どもが産まれ、子育てをするようになってから、子ど

もにはいろいろな体験をさせてあげたいと思うようになり

ました。個人では限界があるので、青少年の家のような施設には大変魅力を感じています。また、保護

者と一緒に地域が子育てをしていくということも大切だと思います。

（谷委員）～子どものやりたいを大切に～

　母の実家が香々地で、幼い頃からよく遊びに来ていまし

た。身の回りに海や山があったので、泳いだり釣りを楽し

んでいました。今朝も子どもから誘われてカブトムシを捕

りに行きましたが、むりやり体験させるよりは子どもがし

たいと言ったことを実現できるようしています。そして、

子どもがやりたいと言った時は後回しないように心がけて

います。

（山崎委員）～大人の体験も大事～

　子どもの時は近所の子どもと冒険したり、ちょっと危険なことに挑戦したりして遊びました。親とも

由布山登山や釣りに行きました。今、社会教育主事をしているのは、昔、香々地少年自然の家の６泊７

日の宿泊体験に参加したのがきっかけです。子どものころの体験も大切ですが、大人も様々な体験をす

ることが大切なことではないかと考えています。

〇テーマ２「今の子どもたちに必要な体験活動について」
（山田委員）～まずは保護者が変わること～

　県内地元の良い所を、子ども達に気づかせたいと考え

ています。一方、最近は自転車にしても、平気で右側を

通る子どももいます。子どもが危険な乗り方をしている

ことに気づいていない保護者もいます。保護者が子ども

と一緒に近所を回り、交通ルールの指導や危険箇所の確

認などしてほしい。今は PTA に携わっていますが、ま

ずは保護者が変わらないといけないと感じています。

山田委員

谷委員
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（高見委員）～仲間の存在に気づかせる～

　コロナ禍の中、大学ではオンライン授業が行われてきまし

たが、今の子どもはすごく不安を抱えているということを感

じます。これからは、これまでのように大勢の中で自分の考

えを際立たせなさいという教育ではなく、仲間の存在に気づ

かせることが大切になると思います。未知の問題に遭遇した

とき、すぐに答えを求めなくても、様々な体験の中からその

うちわかっていくということを伝えたいと考えています。

（谷委員）～踏み出す勇気が世界を広げる～

　最近は、様々な体験をしている子ども、していない子どもの大きな格差があると感じています。今は

インターネットを通じて、翻訳ソフト等を活用しながら外国の方とやりとりをするような時代になりま

した。何事にもはじめから苦手意識をもたず、少しだけ踏み出してみようという考え方は、自分の世界

を広げてくれると感じています。

（山崎委員）～体験の場の提供を～

　最近の子どもには時間・空間・仲間の「３つの間」がな

いといわれています。家庭教育のレベルも下がっているよ

うに感じます。「体験の風をおこそう」運動により、体験の

機会をたくさん提供してほしい。例えば「虫が嫌い」「海が

苦手」という子どももいますが、本当に嫌いなのか、本当

に苦手なのかは体験してみないとわかりません。

〇テーマ３「体験の重要性をどう届けるか（青少年の家への期待）」
（山田委員）～より多くの保護者に伝えるために～

　より多くの保護者に体験活動の重要性や機会を知らせるため、ホームページだけでなく、チラシや新

聞等、保護者に情報が直接届くような手段も考えて欲しいです。QR コードを活用することで、情報を

より簡単に得られるようにする工夫の必要性も感じます。

（高見委員）～失敗体験へのアプローチも大切に～

　これからの子どもに大切なのは自分が必要とされていることを感じる体験です。ただし、失敗もつき

ものです。そのようなことを許せるような保護者と参加者へのアプローチをしっかりとしていくことが

大切であると感じています。

（谷委員）～様々な媒体にチャレンジを～

　今の世の中には、新聞やインターネット、フェイスブック、インスタグラムのほかにも、ケーブル

TV、ラジオなど、様々な情報を伝える媒体があります。どの媒体が有効なのかについて、様々な方法

で検証、チャレンジすることが大切です。

（山崎委員）～親をその気にさせること～

　例えば、チラシ一つで「参加したい！」と思わせることが大切です。しかし、子どもが来たいといっても、

子どもだけでは香々地まで来ることはなかなかできません。親をその気にさせる工夫も必要です。

高見委員

山崎委員
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　大分県「体験の風をおこそう」実行委員会

　　　事業の開始にあたって、多様な団体の代表者による実行委員会を組織し、新たな取組の可能性、

　　団体間のネットワークづくり、広報活動の視点などについて協議をしました。初年度の今年は、

　　第１回会議後に対談を実施しました。

　　　

　　【委員】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　後藤　裕之（大分県立香々地青少年の家所長）※委員長・対談司会　　　　

　　　山田　弘樹（大分県ＰＴＡ連合会長）　　　　　　　　　　　

　　　高見　大介（NBU 日本文理大学人間力育成センター長）　

　　　谷　　知英（森のようちえん「ほしのたね」主宰）　　　　

　　　山崎　　充（大分県教育庁社会教育課主任社会教育主事）

　　【開催日】

　　　第１回　令和３年７月 14 日（水）　　第 2 回　令和 4 年２月７日（月）

　　　　　　　【参考：第１回大分県「体験の風をおこそう」実行委員会について（報告）】

　　　　　　　https://www.pref.oita.jp/site/kakaji/dai1kaijikkouiinkai.html
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０３　郷土を活かした体験活動

　国東半島は、１３００年もの歴史を
持つ山岳仏教文化「六郷満山」が栄
えた場所です。子どもたちが国東半島
峯道を歩きながら歴史や文化に触れ
て欲しいと企画しました。

鬼が築いた石段　熊野磨崖仏

富貴寺周辺

キッズアドベンチャートレイル

長安寺周辺

田染荘展望台

－参加者の感想－
・磨崖仏は昔の人が作って、今も残っているのがすごいと思いました。
鬼の話も興味深かったです。

・最後まで歩き切った時に、達成感がありました。今度は他のコースに
も挑戦してみたいです。

・道のりが長くて、苦労したけど、景色のいいところに到着したときには、
「おー」と感動しました。

　■第１回　令和３年 10 月 31 日（日）熊野磨崖仏～ほたるの館　　　参加９名
　■第２回　令和３年 12 月 12 日（日）並石ダム～天念寺（川中不動）参加８名
　※他3回は新型コロナ感染拡大により中止　■協力：国東半島峯道ロングトレイルクラブ
　【参考：キッズアドベンチャートレイル動画】
　https://www.youtube.com/watch?v=fFzY-V2WMRA

111
対象：小学４年生～中学３年生

古の歴史を訪ねて
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　マリンスクールでは、これまで実施し
てきたＳＵＰ（スタンドアップパドルボー
ド）やカヌーに加え、新たな取り組みと
してウィンドサーフィンを実施しました。
特別講師として国際大会にも出場する
プロウィンドサーファーの穴見知典氏を
招き、本格的な講座を実施しました。

SUPカヌー

マリンスクール

ウィンドサーフィン

－参加者の感想－
・はじめてのウィンドサーフィンだったけど、穴見先生のおかげでコツがつ
かめました。思ったよりも速くてびっくりしました。

・前にもSUPに乗る機会があったけど、今日はいつもより長い時間乗るこ
とができてうれしかったです。

・カヌーはバランスのとり方やパドルの使い方が難しかったけど、うまく乗
ることができてよかったです。

　■ウィンドサーフィン講座　※７/31、８/１、８/29は穴見知典氏による特別講座
　　（日程：７/31、８/１、８/２、８/３、８/８、８/17、８/18、８/28、８/29） 参加３０名
　■SUP講座 （日程：７/23、７/24、７/25、８/１、８/22、８/24） 参加７５名
　■カヌー講座（日程：７/24、７/25、８/８、８/23） 参加　９名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■協力：Ｂｕｚｚ カレラワークス

22 対象：小学４年生～高校生

海に飛び出せ

穴見プロ
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　大分県は、「健康寿命日本一」や「サイ
クリストフレンドリーなおんせん県お
おいた」などの実現を目標に「大分県自
転車活用推進計画2019」を策定し、国
東半島にはモデルルート「国東半島仁
王輪道」が設定されています。
　今回は、本年度閉校する国東高校双
国校の生徒が作成したルートを訪れま
した。当日は双国校の協力によりコー
スの途中で、生徒さんにサイクリング
コースの「見所ポイント」を解説してい
ただきながらの楽しいイベントとなり
ました。

潮風サイクリング

－参加者の感想－
・初めての長距離サイクリングでしたが、楽しかったです。
・国東高校双国校の学生さんの解説がよかったです。
・完走できてほっとしています。
・また、こういったイベントを是非やってもらいたいです。

　■潮風サイクリング　令和３年 12 月 18 日　参加１４名
　　Ａ（花華コース）～Ｃ（Ｓｅａコース）　往復約４０Ｋｍ
　■協力　国東高校双国校

双国校生が作成したサイクリングマップ

姫島をのぞむ

33 対象：県民

仁王に近づく

双国校生が作った
お守りを参加者に
プレゼントしました。
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　このシリーズは、大分県を代表す
る農産物である椎茸とカボスを栽培
する地元農家の協力により実施しま
した。
　育成や出荷について丁寧に解説を
いただき、手間をかけて作られてい
ることを親子で学びました。

しいたけ収穫 & 出荷体験 カボス出荷体験カボス収穫体験

農業体験シリーズ

－子どもの感想－
・たくさんのカボスを大きさで分ける作業が楽しかったです。
・カボスをたくさん収穫できて、農家の人によろこんでもらえ
ました。

・しいたけの菌床栽培と原木栽培の違いがわかってよかっ
たです。
－保護者の感想－
・大分県特有の農業を子ども達に体験させることができて、
とてもよかったです。

・収穫だけでなく、出荷を体験させることにより、子ども達
の農業への理解が深まりました。

　■第１回：カボス出荷体験　　　　　  令和３年 ８ 月 12 日　  参加２３名
　■第２回：カボス収穫体験　　　　　  令和３年 ９ 月 19 日  　参加２８名
　■第３回：しいたけ収穫＆出荷体験　  令和３年11月 28 日　  参加２８名
　■協力　安部農園　　　　
　【参考：カボス収穫体験動画】
　https://www.youtube.com/watch?v=LQKGeHl5U8k

44 対象：小学生の子どもがいる家族

国東半島の
農業にふれる
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０４　体験格差是正のための体験活動

　年間をとおしてたっぷり香々地の自然に触れる「かかぢネイチャーファミリーデイ
ズ（NFD）」を実施しました。小学生のいる家族を対象に楽しく活動しながらSDGs
について学べるよう工夫をしました。親子のふれあいやファミリー同士の交流を通じ
て、子どもだけでなく親自身の気づきを深めることを目的としています。

ネイチャーゲーム

ロープワーク

花炭づくり キャンプ体験 焼きリンゴづくり

かかぢネイチャーファミリーデイズ

―参加者の感想－
・海のゴミ拾いは、SDGsを机上で学ぶより100倍も身につく体験でした。
・ゴミ拾いをしてゴミを減らしたので、次は生き物がたくさんみられるような気がします。
・海の生き物を観察したり、いかだに乗ったり、色 な々経験ができてよかったです。
・ゆうぐれＳＵＰできれいな夕日を見ることができ、とてもいい経験になりました。
・ロープワークで自分が作ったブランコや綱渡りを子どもたちが楽しみ、嬉しかったです。
・外で体を動かせてリフレッシュできました。森あそび、とても楽しかっです。
・家族で散歩しながら話せて、いい時間が過ごせました。自然を楽しむことができました。

　■第１回「海ゴミゼロ大作戦と磯観察」 令和３年６月26日 参加３６名
　■第２回「かかぢの海で遊ぼうPart.１」 令和３年７月11日 参加４６名
　■第３回「えらぶ、つくる、たべる」食育を学ぼう 令和３年８月12日 参加１７名
　■第４回「ワクワクかかぢでテント泊！」 令和３年９月19日・20日 参加３１名
　■第５回「かかぢの森でロープワーク」 令和３年10月30日 参加２４名
　■第６回「かかぢの森で遊ぼう！秋ver.」 令和３年11月13日 参加２４名
　■第７回「Let's たき火パーティー」 令和４年1月16日 参加１８名
　※他3回は新型コロナ感染拡大により中止　　

55
対象：小学生の子どもがいる家族

■協力　NPO法人水辺に遊ぶ会 ぶんごシェアリングネイチャーの会

親子で楽しむ
ワクワク体験
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千灯岳登山 たき火体験

思い出色紙づくり

　「かかぢ野外活動塾」は、児童養護施設
で生活をする子どもが普段とは違う環
境の中で宿泊したり、自然の中で楽しく
過ごすことで、成功体験や喜び体験によ
る自己肯定感を向上させることをねら
いとしています。
　また、青少年の家の職員も児童養護施
設に訪問し、創作活動や科学実験を通し
て施設との連携を深めました。

かかぢ野外活動塾

－子どもの感想－
・今までの旅行の中で一番楽しかったです。
・体をたくさん動かせたので、嬉しかったです。
・新しい体験ができて、素晴らしい２日間でした。
－施設職員の感想－
・香々地の体験では、子どものいいところをたくさん見
つけることができました。

・自然体験は大切です。また是非利用したいです。

　■第１回：海水浴・ウィンドサーフィン等 令和３年８月２日・３日 参加２３名
　■第２回：所内オリエンテーリング等 令和３年８月17日・18日 参加　８名
　■第３回：鍋料理づくり・千灯岳登山等 令和３年11月６日・７日 参加１１名
　■第４回：千灯岳登山等 令和３年12月11日・12日 参加１２名
　■第５回：鍋料理づくり・サイクリング 令和４年１月８日～10日 参加４４名
　　※他１回は新型コロナウイルス感染拡大により中止
　■その他：児童養護施設への訪問講座 8/15、8/23、9/18、1/15 参加１１１名

66 対象：児童養護施設に入所する
　　　児童生徒及び施設職員

生きる力

13.9pt
Up

※独立行政法人国立青少年
教育振興機構「生きる力」の
測定・分析ツールによる結果

自然に包まれて

10



０５　体験活動推進に向けた啓発活動

　県内の関係機関・団体等と連携
し、県民ぐるみで体験活動を推進
する機運を高める取組として「体
験活動ミーティング～森フェス
～」を開催しました。
　同日に森林内で空中テントに
泊まる１泊２日のキャンプ体験
を行う「森に泊まろう！！」も併
せて開催しました。

ロープワーク

ミニボルタリング

ストラップづくり 空中テント 木工教室 ボランティアの大学生

体験活動ミーティング～森フェス～

－子どもの感想－
・高い木に登れて楽しかったです。
・ロープでいろいろな遊びができて楽しかったです。
・はじめて森に泊まれてよかったです。
－保護者の感想－
・１日でいろいろな経験をさせることができました。
・森を活かした素晴らしいイベントでした。
・またこういうイベントを開催してもらいたいです。

　■森フェス　令和３年11月 20日　参加１４４名
　　　出展ブース　木登り体験　ミニボルダリング　ロープワーク　バードウォッチング
　　　　　　　　　木工教室　ストラップづくり　ミニサイクリング　ネイチャークラフト
　　　　　　　　　どんぐりウォーク　絵本展示　デイクッキング
　■森に泊まろう！！　 令和３年11月 20～ 21日　参加２６名
　■協力　ＮＢＵ日本文理大学人間力育成センター／きつき森の遊び隊
　　　　　ＫＮＧＣくじゅうネイチャーガイドクラブ

77
対象：県民（家族等）

【参考：森フェス動画】
https://www.youtube.com/watch?v=H1p4diN8zBo

森は遊びの
テーマパーク
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となり町の児童クラブさんが来所

花っこルーム真玉会場

　子どもの頃に優れた本に出会う
ことは、生きる喜びや多様な見方
について知ることであり、生涯に
わたる大きな力となります。
　そこで、市内の地域子育て拠点

「花っこルーム」を運営するＮＰＯ
法人アンジュ・ママンと連携し、就
学前のお子さんと保護者の方のた
めの「幼児と本の出会い広場」を開
催しました。

香々地青少年の家会場

幼児と本の出会い広場
　■香々地青少年の家会場　　　令和 3 年 7 月 27 日～８月 31 日　　来場３８４名
　■花っこルーム香々地会場　　令和 3 年８月６日～８月８日　　　来場１０９名
　■花っこルーム真玉会場　　　令和 3 年８月６日～８月８日　　　来場１０６名
　※花っこルーム来場者数は事業実績に含めず　　　　　　　　　　■協力　ＮＰＯ法人アンジュ・ママン

88

読書は大きな力に
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０６　「体験活動の風をおこそう」運動連携事業

かき氷づくり出会いの会 選択あそび フォレストアドベンチャー体験

　香々地青少年の家の教育事業も連携事業と位置づけ「体験の風をおこそう運動」の趣旨の普及に努めました。

　ふれあいキャンプは、不登校傾向の子どもたちを
対象に平成６年から実施されている歴史の長い事
業です。
　今年度からは、「ふれあい活動」「サマーキャンプ」を
新たに加え、幅広いニーズに対応する年間を通じた居
場所「ふれあい広場」として機能の拡大を行いました。
　学習活動、自然体験活動、集団活動、仲間との交
流を主なプログラムとし、社会的自立を目指して実施
しています。

ふれあい広場

　ふれあいキャンプの特色は以下の４点です。
① メンタルフレンド（大学生）とのナナメの関係によるサポート
② 自己選択・自己決定の場の設定
③ ゆとりのあるプログラム
④ 保護者への対応（保護者懇話会）

－メンタルフレンドの感想－
・キャンプの中で、学校のこと、友だちのこと、好きなことなどいろいろな話をしてくれました。
・道に落ちているどんぐりやマツボックリ、木の陰のキノコなど小さいことにも気づき、いろんな発見を一緒にしました。
・始めは保護者と一緒の行動が多かったのですが、少しずつ友だちや私と話すようになってきました。
－保護者の感想－
・何よりメンタルフレンドさんがどんな特性を持った子どもでも寛容に受け入れてくれる所がよいと思いました。
子どもは素のままを出してのびのびと気持ちを発散できます。

・知らない人の中、知らない人と活動する。しばらく経験のないことでしたのでありがたい時間でした。
家や学校だけがすべてでないこと、外を見ようと感じてくれたらいいなと思います。

　■第1回ふれあいキャンプ（いかだ活動） 令和３年７月３日・４日 参加２９名
　■第2回ふれあいキャンプ（海遊び） 令和３年９月11日・12日 参加１３名
　■第3回ふれあいキャンプ（フォレストアドベンチャー） 令和３年10月16日・17日 参加４４名
　■サマーキャンプ（日帰り～４泊５日で個別に対応） 令和３年８月１日～ ５日 参加４８名
　■ふれあい活動（日帰りの活動計画を子どもと作成） 年間10日実施 参加６７名
　　※他1回は新型コロナ感染拡大のため中止

99
※キャンプ終了後に活動

意欲等の変容があった
子どもの割合

対象：不登校傾向にある小中高校生

【参考：不登校の子どもたちのキャンプについて】
https://www.pref.oita.jp/site/kakaji/hutoukoucamp.html

自然は居場所

プラスの変容

54.9％
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　子どもの頃、友だちと一緒に過ごしたキャン
プの思い出が今も心に残っている人も多いの
ではないてしょうか。左の写真は昭和 60 年の
海の活動の様子です。いつの時代にあっても、
大自然の中で心と体を思い切り使った“遊び”
は子どもたちにとって、とても貴重な体験です。
　「生き活き自然体験キャンプ」は、子どもが
親元を離れて、仲間と共に過ごす宿泊・自然
体験活動を通して、心身の成長を図る「森」
と「海」の魅力満載のキャンプです。
　協調性や自立心を育むために、活動内容
を工夫して、夏の「サマーキャンプ」と秋の「オー
タムキャンプ」をそれぞれの季節に合ったプロ
グラムで実施しました。なお、本事業は大分
県森林環境税を活用しています。

【サマーキャンププログラム】 キャンプ場テント泊、夕日観賞、ナイト散歩、宝探し（どんぐり・貝殻拾い）、バナナボート

１日目 ２日目

野外炊飯 SUP 創作活動（パラコードストラップづくり）

【オータムキャンププログラム】 焼き板ネームプレート、森の学習（シイタケ学習）、森の恵みのバーベキュー、朝日鑑賞

１日目 ２日目

ソロテント泊 森の探検（ロープワーク綱渡り・森の小さな生き物観察）

今も昔もわんぱくで

昭和６０年 香々地少年自然の家 海の活動より昭和６０年 香々地少年自然の家 海の活動より
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－子どもの感想－
・一番がんばったことは、テン
トはりです。初めてなので、む
ずかしかったけどがんばりま
した。

・一番心に残ったことは、カ
レーづくりです。グループの
みんなで協力して、夕日を
観ながら食べました。写真
のような風景が、とてもきれ
いでした。

－子どもの感想－
・夜のバーベキューで、 家で
はあまり食べられなかったり
するときもあるけど、お肉が
いっぱい食べられました。
夜のトイレが怖かったです。

・次の日の朝は早く目が覚め
ました。ご飯を作るのが、ど
れだけ大変かが分かりまし
た。また参加して友達を作り
たいです。

生き活き自然体験キャンプ

－大学生ボランティアの感想－
・初めてこのよう活動に参加してみて、今までは知らなかったことや経験、世界を多く知ることができたと思います。それ
と同時に、自分の知らない自分の一面を新しく見られたような気がしました。 子どもの行動力・元気な姿と普段見るこ
とが少ない自然が特に印象に残りました。

　■サマーキャンプ 令和３年９月25日・26日 参加児童生徒　９名：大学生ボランティア５名
　■オータムキャンプ 令和３年11月13日・14日 参加児童生徒１８名：大学生ボランティア８名
　■協力　ＮＢＵ日本文理大学人間力育成センター

生きる力

10.8pt
Up

1010

～サマーキャンプ～

～オータムキャンプ～

【参考：サマーキャンプ動画】
https://www.youtube.com/
watch?v=WKim7pzxnvo

【参考：オータムキャンプ動画】
https://www.youtube.com/
watch?v=6OUxxVxsNTw

対象：小学３年生～中学３年生

※独立行政法人国立青少年
教育振興機構「生きる力」の
測定・分析ツールによる結果

あの日あの時の忘れられない感動

秋は森泊  森のワクワクてんこ「もり」
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　大分県では、令和５年度に「第４５回
全国育樹祭」が開催されます。この全国
育樹祭の機運醸成を目的として、大分北
部地区森林・林業活性化協議会と連携
し、香々地青少年の家のクヌギ林を整備
する「地域育樹活動」を開催しました。当
日はジビエの試食会（イノシシの丸焼き）
も実施され、参加された方々には体験活
動を通じて森林環境整備への理解を深
めていただくことができました。

地域育樹活動

－子どもの感想－
・木を切るのははじめてだったけど、思ったより楽しかったです。（地元小学生）
・香々地青少年の家の活動に協力できてよかったです。（地元中学生）
－大学生、大人の感想－
・木を切ることによって、森林整備を進めることができることを初めて知りました。
・木を切らせてもらえるイベントは滅多にありません。楽しかったです。
・子ども達に初めてジビエを食べさせました。

　■地域育樹活動　　令和３年 11 月 27 日　　参加７１名
　　　　　　　　　　　　　■協力　大分北部地区森林・林業活性化協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＢＵ日本文理大学人間力育成センター

　【参考：地域育樹活動動画】
　https://www.youtube.com/watch?v=WGWbb9P65D0

イノシシの丸焼き

1111 対象：県民（家族等）

森に惹かれて
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　香々地青少年の家とNBU日本文理大学人間
力育成センターは、地域に貢献する人材育成を目
的とした連携協定を結んでいます。今回は連携事
業の一環として、大学生が子ども達にものづくり体
験を提供するイベントを実施しました。

【出展ブース】
・ペットボトルをリメイク～小物入れ、アクセサリー
づくり～

・アロマオイルを使ってバスボムづくり体験
・竹を使った工作教室　・よく飛ぶ飛行機づくり
・夢のマイルームづくり（i-Pad）

ものづくり体験教室
ＮＢＵ日本文理大学

－参加児童の感想－
・竹工作や飛行機づくりなど、たくさんものづくりができてよかったです。
・大学生に教えてもらうのが楽しかったです。

　■ものづくり体験教室　　令和３年 12 月５日　　参加２９８名
　　　　　　　　　　　　　　■協力　ＮＢＵ日本文理大学人間力育成センター
　
　【参考：ものづくり体験教室動画】
　https://www.youtube.com/watch?v=njONONEKUWc

ＮＢＵ日本文理大学の皆さん

1212

今回の教室のために、僕
たちはみんなで何週間も
かけて準備してきました。
久しぶりに小学生の子ど
も達と関わることができ
て、とても楽しい活動がで
きてよかったです(^^)v

参加した小学生の、最
初はできないことができ
るようになる姿を間近で
見ることができて、とても
楽し時間を過ごすことが
できました(^^♪

対象：子ども及び保護者

大学生のち・か・ら
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　街の光の届かない半島部に
ある香々地青少年の家は、星空
の観察には最高のロケーショ
ンです。
　また、大口径のスクリーンで
星座や星空を映し出すデジタ
ルプラネタリウムがあります。
　この２つの特徴を活かし、流
星群観察会や星空キャンプを
定期的に開催しています。

かかぢ星空学習会

－参加者の感想－
・昨年参加してとてもおもしろかったので、今年も参
加しました。

・雲が多かったですが、流星が見られてよかったです。
・星座や星のことがわかり大変楽しかったです。
・星の勉強会がとてもわかりやすかったです。
・初めて流星群を見ることができて感動しました！！ 
・なかなかできない体験でよかった。また参加したい
です。

　■ふたご座流星群星空観察会　　令和３年 12 月 13 日　　参加２８名
　　※ペルセウス座流星群星空観察会は雨天のため中止

香々地青少年の家には、デジタルプ
ラネタリウムを備えたプラネタリウム館
があり、毎月第3日曜日には午前午後
の2回、定期上映会を行っています。

駐車場で観察開始 はじめにプラネタリウム館での学習会

1313

【参考 : かかぢ星空観察会】
https://www.pref.oita.jp/site/kakaji/
hosizora-puraneta.html

対象：県民（家族等）

宙へ夢をのせて
そら
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０７　事業の成果

参加者数　1,183名

新型コロナウイルス感染拡大の影

響を受け、やむなく事業を中止する

こともあったが、事業計画の指標

である８００名を大きく上回ること

ができた。

今後も事業運営の工夫により効果

的に参加者数の拡大を図り、「体

験の風をおこそう」運動の趣旨を

広く周知していきたい。

保護者の意識　93.7％

保護者への啓発を図る「かかぢネ

イチャーファミリーデイズ」において

多様な体験活動を用意し、各プロ

グラムの教育効果の満足度を計

測した。

自身の体験活動への意識の高まり

と今後の子どもへの関わり方など

に前向きな感想が多く見られ、用

意したプログラムの効果が認めら

れたと考えられる。

生きる力　13.9ｐt 向上

児童養護施設の子どもを対象にし

た「かかぢ野外活動塾」において

「生きる力」の変容を図る「ＩＫＲ評

定用紙（簡易版）」による調査を実

施した。１３．９ポイントの有意差の

見られる変容が確認された。

青少年の家が児童養護施設の定

番の居場所となるよう連携を図っ

ていきたい。

連携団体　１3団体

実行委員会委員の協力などを得

て、当初計画した４団体を大きく上

回り、様 な々地域・種別・業種の団

体と連携することができた。

今後も今年度の取組を広く発信

することにより、より多くの団体を巻

き込み、体験の風をおこすネット

ワークを広げていきたい。

※連携事業除く
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０８　今年度新たに取り入れたアクティビティ

　双眼鏡を片手に「学びと健康の森」を散策しながら
野鳥を見つけるバードウォッチングを実施しました。

　プロウィンドサーファー穴見知典氏を講師に招き、
ウィンドサーフィン講座を開催しました。

　新しいスポーツサイクルによる国東半島を巡る「潮風
サイクリング」を実施しました。

　“馬つなぎ結び”や“もやい結び”を使って木にロープを
結び、綱渡りに挑戦しました。

　ロープワークで学んだ技術を活かし、手作りブランコで
遊びました。

　アスレチックに“ボルダリングボード”を新設。たくさんの
子どもが挑戦しました。

バードウォッチ
ング

ウィンドサーフ
ィン

サイクリング ロープワーク

手作りブラン
コ

ミニボルダリ
ング
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　専用のロープを使い、高い木の上に登る体験会を
実施しました。

　コロナ感染拡大に対応して購入したひとり用テント
（２８張）を使い小学生がソロキャンプに挑戦しました。

　森フェスで空中テントを設置、たくさんの方々に体験
していただきました。

　香々地青少年の家の敷地に落ちているどんぐりを
マップに整理し、どんぐり探しに挑戦しました。

　ロープワークを利用したアクセサリーづくりを行
いました。

　焼き芋づくりを応用し、石を引いた鍋にリンゴを入れ、
たき火でつくる「焼きリンゴづくり」に挑戦しました。

ロープを使っ
た木登り体験

ソロテント泊

空中テント どんぐりマッ
プ

パラコードスト
ラップ

たき火で焼き
リンゴづくり
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０９　香々地青少年の家について

施設

•創　立　昭和４８年８月開所

•所在地　豊後高田市香々地５１５１

•定　員　３２４名（宿泊棟）、９０名（バンガロー）

•設備等　プラネタリウム、キャンプ場（海岸）、体育館、研修室、フィールドアスレチック

運営方針

１ 目的（開設の趣旨）
　青少年が自然環境の中で野外生活や団体宿泊生活を通して、規律・協同・友愛・奉仕等の尊さを体

験的に学習することで、情操や社会性の涵養を図り健康でたくましい心身を育成させる。

２ 重点目標
　少年自然の家創設の理念を継承しつつ現代的な課題に対応する教育機関として、以下の３つの施設

強化策を図る。

（１） 地域とともにある施設づくり

　施設運営協議会や豊後高田市教育委員会との連携を強化し地域ニーズに対応した事業運営を図る。

（２） 体験活動の教育センター

　指導主事・社会教育主事を配置する教育機関として、自然体験・宿泊活動と教育課程の関連を図り

児童生徒の社会を生き抜く力と指導者の育成を図る。

（３） 芯の通った組織運営

　改善志向の組織文化を徹底し、職員の資質向上・安全管理体制の徹底、働き方改革を推進する。

３ 教育事業の重点
（１） 学校教育との連携強化

　直営の教育施設として最大のミッションである「第２の学校」としての機能強化を図るため、①集

団宿泊活動を通じた教育課程への対応②不登校等青少年が抱える課題への対応に関係機関と連携を図

りながら、提供するプログラムと支援の体制を構築する。

（２） 県民の体験活動の機会拡充

　郷土理解や体験格差の是正を目的に新たな事業体系を構築。関係機関・地域団体等と幅広く連携し

体験活動を推進する気運を高める。

所旗の解説
日本の紋章にヒントを得て、中央接線は水平線・地平線をかたどり、上を
山林等国東半島の自然を、下は海波を表しています。
白抜きは、自然の中でのびのびと活動する子どもをあらわしています。
地色は、海（周防灘）の青さをあらわしています。
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香々地青少年の家ホームページ
https://www.pref.oita.jp/site/kakaji/
 

香々地青少年の家公式Facebookページ
https://www.facebook.com/kakaji.ssi/

 
香々地青少年の家公式YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/channel/
UCE1Tfb8CzQGRC-mwdbjo8FQ

香々地青少年の家公式インスタグラム
@kakadiseisyo

【参考：香々地青少年の家 所報】４月号
https://www.pref.oita.jp/uploaded/
attachment/2121343.pdf

【参考：香々地青少年の家 所報】１２月号
https://www.pref.oita.jp/uploaded/
attachment/2129901.pdf

【参考：香々地青少年の家 所報】８月号
https://www.pref.oita.jp/uploaded
/attachment/2129902.pdf

所報 （４月号）

（12月号）

（８月号）

 

令和３年４月 

ｖｏｌ．36 

潮風にのせて 
大分県立香々地青少年の家 所報 

令和３年８月 

ｖｏｌ．37 

潮風にのせて 
大分県立香々地青少年の家 所報 

令和３年１２月 

ｖｏｌ．3８ 

潮風にのせて 
大分県立香々地青少年の家 所報 香々地青少年の家
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安部農園

ＮＰＯ法人アンジュ・ママン

大分県北部地区森林・林業活性化協議会

有限会社福田林業・きつき森の遊び隊

大分県立国東高等学校双国校

ＫＮＧＣくじゅうネイチャーガイドクラブ

国東半島峯道ロングトレイルクラブ

ＮＰＯ法人  水辺に遊ぶ会

ＮＢＵ日本文理大学人間力育成センター

Ｂｕｚｚ  カレラワークス

ぶんごシェアリングネイチャーの会

豊後岬村椎茸園

１０　事業にご協力いただいた団体　　　　　　紹介は 50 音順

香々地子ども育成会
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発行　令和４年２月
監修　大分県「体験の風をおこそう」実行委員会
　　　大分県立香々地青少年の家

〒872-1202　大分県豊後高田市香々地５１５１　
ＴＥＬ:0978-54-2096　ＦＡＸ:0978-54-2152
E-mail:ａ31514@pref.oita.lg.jp

編集後記
編集にあたり、私たちが考えたのは

誰もが最後までめくりたくなるような報告集でした。

私たちの思いを簡潔なことばでまとめつつ

ページを眺めるだけで内容をつかむことができる・・・

そのようなコンセプトで私達のメッセージが伝わる

報告集づくりを目指しました。

各事業の詳細につきましては当所のホームページに

記載しています。

興味をもたれた方は是非ご覧いただければ幸いです。

皆様のご意見もお待ちしています。



「風」
風はみえない
けれど

ずっと　ずっと　昔から
全身で感じてきた

みんなで思いを紡ぎ、手をつないで吹かせた
熱意の風

豊かな自然の中ので、子どもの心と体の根源に響く
本物の風

巻きおこった「体験の風」は、
今は　あなたの中を通り抜けていくかもしれないけれど

きっと
あなたの背中を支え
前進させてくれる
“風”となるでしょう

時には　そっと　やさしく
時には　ぐっと　力 強 く

いつでも　いつまでも

さあ、出発だ！！
未来へとつながる　大海原へ


